
教育史料館には、昔の中央小の
看板や教科書、道具、写真などが
とてもたくさん展示されていま
す。このように史料がたくさんあ
るのは、全国を探しても、このよ
うな学校はほとんどないそうで
す。このような物がどうして残っ
ているかというと、頑丈で丈夫な
建物の中にしまっておいてあった
からだそうです。この史料の中で
特に古い物は、明治時代の先生の
写真や明治時代の看板や彫刻で
す。とても貴重で、「茂木学校」
の看板は元加賀藩主の菅原齊泰公
が書いた看板だそうです。

中央小は色々な人達の協力によって作ら

れています。右の話に出てくる菅原齊泰さ

んや昔のキッコーマンの社長、市民の人々

などが協力して作られた中央小なのです。

たくさんの寄付によって中央小はとても栄

えたすごい学校だったのです。教育史料館

には、ほかに戦時中の写真や昔の地図、昔

のチャイムの代わりとなる鈴など大切で貴

重なものがあります。

協力で作られた中央小

昔の史料達

野田市立中央小学校１１０周年を記念し

て、記念館の二階に、昭和５８年に「教育史

料館」が創設されました。明治から昭和まで

中央小の写真や貴重な史料などが数百点展示

されています。


